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(57)【要約】
【課題】光エネルギーに対する利用率を向上させたバッ
クライトモジュール及び液晶ディスプレーを提供する。
【解決手段】バックライトと、導光板と、バックライト
と導光板との間に設置される偏光光束分割プリズムおよ
び光変換器とを備えるバックライトモジュールであって
、偏光光束分割プリズムは、バックライトからの光を振
動方向に垂直する第１偏光と第２偏光とに分割し、光変
換器は前記第２偏光の振動方向を第１偏光の振動方向に
変換するとともに、第１偏光または変換された第２偏光
を導光板に反射する。さらに、液晶ディスプレーが提供
された。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　バックライトと、
　導光板と、
　前記バックライトと前記導光板との間に設置される偏光光束分割プリズムおよび光変換
器とを備えるバックライトモジュールにおいて、
　前記偏光光束分割プリズムは、前記バックライトからの光を振動方向に垂直する第１偏
光と第２偏光とに分割し、
　前記光変換器は前記第２偏光の振動方向を第１偏光の振動方向に変換し、前記第１偏光
または変換された第２偏光を前記導光板に反射することを特徴とするバックライトモジュ
ール。
【請求項２】
　前記第１偏光は透過光であり、前記第２偏光は反射光であるとき、前記光変換器は、互
いに貼りあわせている液晶光バルブと反射プリズムを備え、
　前記液晶光バルブは、前記第２偏光の振動方向を前記第１偏光の振動方向と同じ方向に
変換し、
　前記反射プリズムは、前記第１偏光を前記導光板に導入することを特徴とする請求項１
に記載のバックライトモジュール。
【請求項３】
　前記第１偏光は反射光であり、前記第２偏光は透過光であるとき、前記光変換器は、互
いに貼りあわせている液晶光バルブと反射プリズムを備え、
　前記液晶光バルブは、前記第２偏光の振動方向を前記第１偏光の振動方向と同じ方向に
変換し、
　前記反射プリズムは、変換された前記第２偏光を前記導光板に反射することを特徴とす
る請求項１に記載のバックライトモジュール。
【請求項４】
　前記液晶光バルブの１つの側面は、前記偏光光束分割プリズムの透過面に貼りあわせ、
前記液晶光バルブの他の側面は、前記導光板の入射面に貼り合わせ、前記反射プリズムの
非反射面は、前記偏光光束分割プリズムの反射面に貼りあわせることを特徴とする請求項
２に記載のバックライトモジュール。
【請求項５】
　前記偏光光束分割プリズムの透過面は、前記導光板の入射面に貼り合わせ、前記液晶光
バルブの１つの側面は、前記偏光光束分割プリズムの反射面に貼り合わせ、前記液晶光バ
ルブの他の側面は、前記反射プリズムの非反射面に貼りあわせることを特徴とする請求項
３に記載のバックライトモジュール。
【請求項６】
　前記液晶光バルブは、ガラス基板、液晶分子配向層、液晶層およびエポキシ接着剤から
なり、２つの前記ガラス基板が対向して設置され、前記液晶分子配向層がそれぞれ２つの
前記ガラス基板上に配置され、前記エポキシ接着剤および前記液晶層が２層の前記液晶分
子配向層の間に挟まれるように配置され、前記エポキシ接着剤が前記液晶層の両端に設け
られることを特徴とする請求項２または３に記載のバックライトモジュール。
【請求項７】
　前記液晶光バルブは、ツイストネマチック型液晶を用い、２つの前記ガラス基板上に設
けられた前記液晶分子配向層は配向方向が互いに垂直することを特徴とする請求項６に記
載のバックライトモジュール。
【請求項８】
　前記バックライトは複数の並列する発光ダイオードからなり、前記偏光光束分割プリズ
ムと前記光変換器は、前記複数の発光ダイオードに一つずつ対応して配置されることを特
徴とする請求項１に記載のバックライトモジュール。
【請求項９】
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　前記バックライトは１つの冷陰極蛍光ランプからなり、前記偏光光束分割プリズムと前
記光変換器は、前記冷陰極蛍光ランプに対応して配置されることを特徴とする請求項１に
記載のバックライトモジュール。
【請求項１０】
　前記バックライトの外側を囲むランプカバーをさらに有することを特徴とする請求項１
に記載のバックライトモジュール。
【請求項１１】
　前記反射プリズムは、二等辺直角三角形形状であることを特徴とする請求項２または３
に記載のバックライトモジュール。
【請求項１２】
　前記偏光光束分割プリズムにおいて、前記バックライト、前記液晶光バルブおよび前記
反射プリズムに貼り合せる表面以外の表面に、さらに反射膜が設けられることを特徴とす
る請求項２または３に記載のバックライトモジュール。
【請求項１３】
　前記偏光光束分割プリズムと前記光変換器とは互いに貼り合わせて配置されることを特
徴とする請求項１に記載のバックライトモジュール。
【請求項１４】
　外フレームと、液晶パネルと、バックライトモジュールとを備える液晶ディスプレーに
おいて、前記バックライトモジュールは請求項１～１３のいずれか１項に記載のバックラ
イトモジュールを用い、前記第１偏光の振動方向は前記液晶パネルの下偏光板にマッチす
ることを特徴とする液晶ディスプレー。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、バックライトモジュールおよび液晶ディスプレーに関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶ディスプレーは、現在よく使われているフラットパネルディスプレーであり、薄膜
トランジスタ液晶ディスプレー（Ｔｈｉｎ　Ｆｉｌｍ　Ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ　Ｌｉｑｕ
ｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ，ＴＦＴ－ＬＣＤと略称する）がそのなかの主な
製品となる。
【０００３】
　通常のバックライトからの光は、自然光に類似し、振動方向が特定されないが、偏光板
を透過した後、振動方向が互いに垂直し、かつエネルギーが同じである２束の偏光に分割
することができる。液晶で光を変調するため、上記バックライトを用いるとき、液晶セル
の外に２つの偏光板を貼り付ける必要がある。一般的には、カラー基板側に貼り付けられ
る偏光板は、下偏光板と呼ばれ、偏光することにより所定方向の偏光を透過させる。バッ
クライトの光エネルギーに比べて、下偏光板で得られる偏光は、５０％のエネルギーが損
失してしまう。一方、アレイ基板側に貼り付けられる偏光板は、上偏光板とよばれ、検光
するものである。表示モードにより、上下偏光板の偏光方向は互いに垂直してもよいし、
平行してもよい。
【０００４】
　液晶ディスプレーが光エネルギーに対する利用率が比較的に低いので、液晶ディスプレ
ーの輝度が不十分になり、メーカを困らせる問題になる。
【０００５】
　従来技術において、例えば、光源と液晶パネルとの間に輝度向上フィルム（ｂｒｉｇｈ
ｔｎｅｓｓ　ｅｎｈａｎｃｅｍｅｎｔ　Ｆｉｌｍ、以下「ＢＥＦ」と略称する）を設ける
技術や、デュアル輝度向上フィルム（Ｄｕａｌ　ｂｒｉｇｈｔｎｅｓｓ　ｅｎｈａｎｃｅ
ｍｅｎｔ　Ｆｉｌｍ、以下、「ＤＢＥＦ」と略称する）技術など、液晶ディスプレーの輝
度問題を解決する方法が知られている。ＢＥＦの表面は同じ構造を有するダイヤモンド構
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造を複数有し、バックライトシステムの光を反射や屈折してユーザの正面に集中させ、プ
リズム方向が直交する２つのＢＥＦによって、液晶ディスプレーの視覚輝度を１００％以
上向上することができる。ＤＢＥＦは複数層の膜を有し、偏光方向が液晶パネルの下偏光
板の格子方向に垂直する光を導光板に反射し、偏光方向が偏光格子方向に平行する光を透
過する。反射された光は、導光板内で複数回屈折された後、一部の光の振動方向を偏光板
格子方向に平行させ、下偏光板によって再び液晶層に入らせ、液晶ディスプレーの輝度を
向上する。
【０００６】
　然し、従来技術では、ＢＥＦとＤＢＥＦを製造する技術は要求が高くて、コストも高い
。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、バックライトと、導光板と、前記バックライトと前記導光板との間に設置さ
れる偏光光束分割プリズムおよび光変換器とを備えるバックライトモジュールにおいて、
前記偏光光束分割プリズムは、前記バックライトからの光を振動方向が互いに垂直する第
１偏光と第２偏光とに分割し、前記光変換器は前記第２偏光の振動方向を第１偏光の振動
方向に変換し、前記第１偏光または変換された第２偏光を前記導光板に反射する。
【０００８】
　本発明は、外フレーム、液晶パネル及びバックライトモジュールとを備える液晶ディス
プレーであって、前記バックライトモジュールは上記バックライトモジュールであり、前
記第１偏光の振動方向は前記液晶パネルの下偏光板にマッチする。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の第１実施例に係るバックライトモジュールの偏光光束分割プリズムの作
動原理を示す模式図である。
【図２】本発明の第２実施例に係るバックライトモジュールの簡略化構造の模式図である
。
【図３】本発明の第２実施例に係るバックライトモジュールの液晶光バルブの構造を示す
模式図である。
【図４】本発明の第２実施例に係るバックライトモジュールの液晶光バルブの液晶配向を
示す模式図である。
【図５】本発明の第２実施例に係るバックライトモジュールの光路を示す模式図である。
【図６】本発明の第３実施例に係るバックライトモジュールの正面模式図である。
【図７】本発明の第３実施例に係るバックライトモジュールの光路を示す模式図である。
【図８】本発明の第４実施例に係るバックライトモジュールの側面模式図である。
【図９】本発明の第５実施例に係るバックライトモジュールの側面模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　本発明実施例の目的、技術内容及び効果をより明確にするために、以下、本発明の実施
形態を表す図面を参照しながら、本発明の実施形態の技術内容を明確かつ完全に説明する
。勿論、ここで記載された実施形態は、ただ本発明の実施形態の一部だけであり、本発明
の全ての実施形態ではない。本発明の実施形態に基づき、当業者が創造的な活動をしない
前提で得られる他の実施形態は全て本発明の技術範囲に含まれる。
【００１１】
　第１実施例
　本実施例はバックライトモジュールを提供する。本実施例に係るバックライトモジュー
ルは、バックライト、導光板、偏光光束分割プリズム（Ｐｏｌａｒｉｚａｔｉｏｎ　Ｃｕ
ｂｅ　Ｂｅａｍｓｐｌｉｔｔｅｒ、以下は「ＰＢＳ」と略称する）および光変換器を備え
る。偏光光束分割プリズムおよび光変換器はバックライトと導光板の間に配置されている
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。
【００１２】
　図１は本発明の第１実施例に係るバックライトモジュールの偏光光束分割プリズムの作
動原理を示す模式図である。図１に示すように、本実施例のＰＢＳは、入射光を振動方向
が互いに垂直する２本の直線偏光に分割し、その中の１本がＰＢＳを透過して直線偏光Ｔ
ｐとなり、他の１本がＰＢＳに反射されて直線偏光Ｒｓとなる。ここで、ＰＢＳを透過し
て形成する直線偏光Ｔｐを透過光とし、ＰＢＳに反射されて形成する直線偏光Ｒｓを反射
光とする。それに対応して、本実施例の該ＰＢＳは透過光Ｔｐの出射表面である透過面と
、反射光Ｒｓの出射表面である反射面とを有し、透過面と反射面は断面図における両隣接
辺に対応する。具体的には、ＰＢＳは様々な方式で実現することができる。本実施例は、
図１に示す構造を例にしてＰＢＳを説明する。該ＰＢＳは、断面が四方形であり、入射光
を偏光するようにその対角線で示す断面に偏光分割膜がめっきされている。本実施例の偏
光光束分割プリズムは、バックライトからの光を第１の偏光と第２偏光に分割するもので
あり、第１偏光の振動方向は第２偏光の振動方向に垂直し、第１偏光の振動方向は下偏光
板にマッチする。ここの「マッチする」とは、具体的に、第１偏光の振動方向は、下偏光
板を透過可能な偏光の振動方向に一致する、という意味であり、以下は贅言しない。また
、液晶ディスプレーにおいて、必要によって下偏光板の光吸収特性を設定することができ
、例えば、ある振動方向の光が下偏光板を透過するときに液晶ディスプレーに入らせ、他
の振動方向の光が吸収させるように設定できる。本実施例の第１偏光の振動方向は、下偏
光板にマッチするため、下偏光板を透過するときに液晶ディスプレーに入られる。本実施
例における光変換器は、第２偏光の振動方向を下偏光板にマッチさせるように変換し、且
つ、前記第１偏光または変換された第２偏光を前記導光板に反射する。
【００１３】
　本実施例で得られた偏光は、その偏光方向が下偏光板を透過可能な光の振動方向に一致
するので、この偏光の全体が下偏光板を透過できる。但し、偏光板に入る前に導光板に入
り、直線偏光が導光板中に複数回に屈折と反射されため、少量の直線偏光の偏光方向が変
化する。よって、本実施例は、下偏光板が依然として必要である。然し、下偏光板のみが
偏光し、５０％だけの直線偏光が透過する状況に対して、本実施例は、光の利用効率を大
幅に向上する。
【００１４】
　本実施例のバックライトモジュールは、バックライトモジュールに偏光光束分割プリズ
ムと光変換器を設けることで、バックライトからの光を、振動方向が互いに垂直する第１
偏光と第２偏光に分割し、光変換器によって第２偏光の振動方向を第１偏光の振動方向と
同じように変換し、そして、第２偏光も下偏光板にマッチする偏光に変換することによっ
て、バックライトからの第１偏光と第２偏光をともに液晶ディスプレーに入射することが
でき、液晶ディスプレーの光エネルギーの利用率を向上し、液晶ディスプレーの輝度を改
善し、バックライトの数を低減し、バックライトのワット損を低減する。本実施例のバッ
クライトモジュールは、構造を実現しやすく、加工も簡単であり、コストも低い。
【００１５】
　第２実施例
　図２は本発明の第２実施例に係るバックライトモジュールの構造の簡略した模式図であ
る。図２に示すように、本実施例は、バックライトモジュールであり、具体的には、エッ
ジライト方式のバックライトモジュールを例として説明する。本実施例のバックライトモ
ジュールは、バックライト１と導光板２とを備え、バックライト１は導光板２の側部に設
けられる。本実施例では、バックライトとして、発光ダイオード（Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔ
ｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ、以下、「ＬＥＤ」と略称する）を例にして説明する。本実施例の
バックライトモジュールは、バックライト１と導光板２との間に設けられ、かつ互いに貼
り合せている偏光光束分割プリズム３と光変換器４とを備える。図３は本発明の第２実施
例に係るバックライトモジュールの液晶光バルブの構造の模式図である。図３に示すよう
に、本実施例の液晶光バルブは、ガラス基板４１１、液晶分子配向層４１２、液晶層４１
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４およびエポキシ接着剤４１３からなり、２つのガラス基板４１１が対向して設置され、
液晶分子配向層４１２がそれぞれ２つのガラス基板４１１上に配置され、エポキシ接着剤
４１３および液晶層４１４が２層の液晶分子配向層の間に配置され、エポキシ接着剤４１
３が液晶層４１４の周囲に設けられる。本実施例における液晶光バルブは、ツイストネマ
チック（Ｔｗｉｓｔｅｄ　Ｎｅｍａｔｉｃ）型液晶を用い、エポキシ接着剤４１３によっ
て２層のガラス基板４１１の間にツイストネマチック型液晶の液晶層４１４を封止し、配
向方向が互いに垂直する液晶分子配向層４１２がガラス基板４１１上に設けられる。図４
は本発明の第２実施例に係るバックライトモジュールの液晶光バルブの液晶配向模式図で
ある。液晶分子配向層によって液晶を配向し、つまり、液晶光バルブの作成が完了する。
これによって、液晶光バルブの直線偏光の偏光方向を９０度回転させる。本発明では、液
晶光バルブだけで偏光を旋光するので、電極をガラス基板に形成する必要がない。
【００１６】
　図５は本発明の第２実施例に係るバックライトモジュールの光路模式図である。図５に
示すように、光変換器は液晶光バルブ４１と反射プリズムを備えてよい。光路をより明確
に説明するために、ここで、光変換器における液晶光バルブ４１と反射プリズム４２とを
分離して示される。具体的には、本実施例における反射プリズムは、二等辺直角三角形で
あり、つまり、反射プリズム４２の断面を二等辺直角三角形にする。バックライト１から
の光は、まず偏光光束分割プリズム３に至り、偏光光束分割プリズム３で光の振動方向に
よって光を振動方向が互いに垂直する第１偏光Ｐ１と第２偏光Ｐ２に分割し、本実施例の
第１偏光は下偏光板にマッチする偏光である。具体的には、ここの第１偏光Ｐ１は偏光光
束分割プリズム３を透過する透過光であり、第２偏光Ｐ２は偏光光束分割プリズム３に反
射される反射光である。本実施例では、液晶光バルブ４１によって第２偏光Ｐ２の振動方
向を第１偏光の振動方向と同じように変換する。つまり、第２偏光Ｐ２は液晶光バルブ４
１を透過した後、振動方向が９０度回転し、下偏光板にマッチする方向に変換される。液
晶光バルブ４１が第２偏光Ｐ２を変換した後、第２偏光Ｐ２は、変換された後、直接に導
光板に入る。偏光光束分割プリズム３を透過する第１偏光Ｐ１は、反射プリズム４２に至
り、反射プリズム４２に反射され、伝播方向が９０度回転し、導光板２に導入される。
【００１７】
　さらに、図５を引き続き参照する。本実施形態のバックライトモジュールは、バックラ
イト１の外側を囲むランプカバー１１をさらに有してよい。該ランプカバー１１は、導光
板２の一側に開口し、内面が反射材料で形成される。これによって、バックライト１から
の光が導光板２に入射し、バックライト１からの光が他の方向に射出することを防止し、
光エネルギーの利用率を向上する。
【００１８】
　より更に、本実施例では、図５に示すように、偏光光束分割プリズム３において、バッ
クライト１、液晶光バルブ４１および反射プリズム４２に貼り合せる面以外の面に、さら
に反射膜が設けられ、つまり、それらの面に高反射率の膜層をめっきする。これによって
、バックライト１からの光は、偏光光束分割プリズム３を透過して他の面に反射されるこ
とを更に防止し、それを導光板２にできるだけ入射させ、光エネルギーに対する利用率を
さらに向上する。
【００１９】
　本実施例のバックライトモジュールは、バックライトモジュールに偏光光束分割プリズ
ムと光変換器を設けることで、バックライトからの光を、振動方向が互いに垂直する第１
偏光と第２偏光に分割し、光変換器における液晶光バルブによって第２偏光の振動方向を
第１偏光の振動方向と同じように変換し、そして、第２偏光も下偏光板にマッチする偏光
に変換する。これによって、バックライトからの第１偏光と第２偏光はともに液晶ディス
プレーに入射でき、液晶ディスプレーの光エネルギーの利用率を向上し、液晶ディスプレ
ーの輝度を改善し、バックライトの数を低減し、バックライトのワット損を低減する。本
実施例のバックライトモジュールは、構造が簡単であり、加工が簡単であり、コストも低
い。
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【００２０】
　実施例３
　図６は本発明の第３実施例に係るバックライトモジュールの模式正面図である。図６に
示すように、本実施例では、バックライトをＬＥＤにして説明する。バックライト１がＬ
ＥＤである場合に、バックライト１は複数の並列するＬＥＤからなるので、偏光光束分割
プリズム３および光変換器も複数があり、複数の偏光光束分割プリズム３が複数の光変換
器と複数のＬＥＤに一つずつに対応して配置される。即ち、１つのＬＥＤが１つの偏光光
束分割プリズム３と光変換器に対応する。具体的に、本実施例に係るバックライトモジュ
ールの光変換器は、例えば、互いに貼り合せている液晶光バルブ４１と反射プリズム４２
とを備える。具体的に、本実施例における第１偏光Ｐ１は反射光であり、第２偏光Ｐ２が
透過光である場合に、液晶光バルブ４１は、第２偏光Ｐ２の振動方向を第１偏光Ｐ１の振
動方向と同じように変換し、つまり、第２偏光Ｐ２の振動方向を下偏光板にマッチする方
向に変換する。本実施形態における反射プリズム４２は、具体的に、変換された第２偏光
を導光板２に反射し、偏光光束分割プリズム３によって第１偏光Ｐ１を導光板２に直接に
導入する。
【００２１】
　具体的に、図６に示すように、本実施例における偏光光束分割プリズム３の透過面は導
光板２の入射面に貼りあわせ、液晶光バルブ４１の１つの側面は、偏光光束分割プリズム
３の反射面に貼りあわせ、液晶光バルブ４１の他の側面は、反射プリズム４２の非反射面
に貼りあわせる。本実施例では、偏光光束分割プリズム３と、液晶光バルブ４と、反射プ
リズム４２との間は、それらの光学性を影響しない接着剤で接着することができる。
【００２２】
　図７は本発明の第３実施例に係るバックライトモジュールの光路模式図である。図７に
示すように、光変換器は液晶光バルブ４１と反射プリズムを備えてよい。光路をより明確
に説明するように、ここで、光変換器における液晶光バルブ４１と反射プリズム４２とを
分離して示される。具体的には、本実施例における反射プリズム４２は、二等辺直角三角
形であり、つまり、反射プリズム４２の断面を二等辺直角三角形にする。バックライト１
からの光は、まず偏光光束分割プリズム３に至り、偏光光束分割プリズム３が光の振動方
向によって光を第１偏光Ｐ１と第２偏光Ｐ２に分割し、第１偏光Ｐ１は偏光光束分割プリ
ズムに反射される反射光であり、第２偏光Ｐ２は偏光光束分割プリズム３を透過する透過
光である。本実施例の第１偏光Ｐ１は下偏光板にマッチする偏光である。第１偏光Ｐ１は
分割された後、その伝播方向が導光板２の入射面に垂直するので、偏光光束分割プリズム
３によって直接に導光板２に導入される。本実施例では、液晶光バルブ４１によって第２
偏光Ｐ２の振動方向を第１偏光の振動方向と同じように変換する。つまり、第２偏光Ｐ２
は液晶光バルブ４１を透過した後、振動方向が９０度回転し、下偏光板にマッチする方向
に変換される。第２偏光Ｐ２は液晶光バルブ４１に変換された後、その伝播方向が導光板
２に平行するので、反射プリズム４２でさらに反射され、その伝播方向が９０度回転し、
導光板２に導入される。
【００２３】
　さらに、図７を引き続き参照する。本実施形態のバックライトモジュールは、バックラ
イト１の外側を囲むランプカバー１１をさらに有してよい。該ランプカバー１１は、導光
板２の一側のみに開口する。これによって、バックライト１からの光が導光板２に入射さ
れるので、バックライト１からの光が他の方向に射出することが防止され、光エネルギー
の利用率を向上する。
【００２４】
　更に、本実施例では、図７に示すように、偏光光束分割プリズム３において、バックラ
イト１、液晶光バルブ４１および反射プリズム４２に貼りあわせる面以外の面に、さらに
反射膜が設けられ、つまり、それらの面に高反射率の膜層をめっきする。これによって、
バックライト１からの光は偏光光束分割プリズム３を透過して他の面に反射されることを
更に防止し、それを導光板２にできるだけ入射させ、光エネルギーに対する利用率をさら
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に向上する。
【００２５】
　実施例４
　図８は本発明の第４実施例に係るバックライトモジュールの模式側面図である。図８に
示すように、本実施例では、バックライトを冷陰極蛍光ランプ（Ｃｏｌｄ　Ｃａｔｈｏｄ
ｅ　Ｆｌｕｏｒｅｓｃｅｎｔ　Ｌａｍｐ、以下、「ＣＣＦＬ」と略称する）にして説明す
る。このとき、バックライト１は１つのＣＣＦＬを有する。具体的に、本実施例に係るバ
ックライトモジュールの光変換器は、互いに貼り合せている液晶光バルブ４１と反射プリ
ズム４２とを備える。本実施例における液晶光バルブ４１は、第２偏光の振動方向を第１
偏光の振動方向と同じように変換し、つまり、第２偏光の振動方向を下偏光板にマッチす
る方向に変換し、変換された第２偏光は導光板２に入射される。本実施形態における液晶
光バルブ４１は、通電されないとき、入射した偏光の出射時の振動方向を９０度回転させ
る。本実施形態における反射プリズムは、具体的に、第１偏光を導光板２に反射する。具
体的に、図８に示すように、本実施例における偏光光束分割プリズム３の一面は偏光光束
分割プリズム３の透過面に貼り合わせ、液晶光バルブ４１の他面は導光板２の入射面に貼
り合わせ、反射プリズム４２の非反射面は偏光光束分割プリズム３の反射面に貼り合わせ
る。本実施例では、偏光光束分割プリズム３と、液晶光バルブ４と、反射プリズム４２と
の間は、それらの光学性を影響しない接着剤で接着することができる。
【００２６】
　実施例５
　図９は本発明の第５実施例に係るバックライトモジュールの模式側面図である。図９に
示すように、本実施例でも、バックライトをＣＣＦＬにして説明する。具体的に、本実施
例に係るバックライトモジュールの光変換器は、互いに貼り合わせている液晶光バルブ４
１と反射プリズム４２とを備える。本実施例における液晶光バルブ４１は、第２偏光の振
動方向を第１偏光の振動方向と同じように変換し、つまり、第２偏光の振動方向を下偏光
板にマッチする方向に変換し、変換された第２偏光は導光板２に入る。本実施例は上記図
８に示す実施例との相違点は、本実施例における液晶光バルブ４１の一面は偏光光束分割
プリズム３の反射面に貼り合わせ、液晶光バルブ４１の他面は反射プリズム４２の非反射
面に貼り合わせ、偏光光束分割プリズム３の透過面は導光板の入射面に貼り合わせる。
【００２７】
　本実施例では、バックライトモジュールに偏光光束分割プリズムと光変換器を設けるこ
とで、バックライトからの光を、振動方向が異なり、つまり、それぞれ垂直偏光と水平偏
光である第１偏光と第２偏光に分割し、光変換器における液晶光バルブによって水平偏光
の振動方向を垂直偏光の振動方向と同じように変換し、そして、水平偏光も下偏光板にマ
ッチする偏光に変換される。これによって、バックライトからの水平偏光と垂直偏光をと
もに液晶ディスプレーに入射することができ、液晶ディスプレーの光エネルギーの利用率
を向上し、液晶ディスプレーの輝度を改善し、バックライトの数を低減し、バックライト
のワット損を低減する。本実施例のバックライトモジュールは、構造が簡単であり、加工
も簡単であり、コストも低い。
【００２８】
　本実施例は外フレーム、液晶パネルとバックライトモジュールとを有する液晶ディスプ
レーを更に提供する。バックライトモジュールは、上記第１乃至５実施例の中のいずれの
バックライトモジュールに適用できる。
　以上の実施形態は本発明の技術案を説明するものに過ぎず、それを限定するものではな
い。上述のように実施形態を参照して本発明を詳しく説明したが、上述した各実施形態に
記載された技術案を修正する、または一部の技術的特徴を均等的に変更することができる
。この修正や変更によって技術案の趣旨が本発明精神と範囲から逸脱するようにならない
。
【符号の説明】
【００２９】
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　１　　バックライト　　　２　導光板　　３　偏光光束分割プリズム
　４　　光変換器　　４１　液晶光バルブ　　４２　反射プリズム
　１１　　ランプカバー　　４１１　ガラス基板　　
　４１２　液晶分子配向層　　４１３　エポキシ接着剤
　４１４　液晶層

【図１】

【図２】

【図３】
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